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平成 20 年度長尾真記念特別賞紹介

　このたび，長尾真記念特別賞をいただくことになり，
非常に喜んでいる．これも，研究を進めていく過程で巡
りあうことのできた共同研究者の皆様からの温かいご指
導と，私の所属する IBM東京基礎研究所のマネジメン
トの理解の賜物と，心から感謝している．
　今回受賞の対象となった研究は，私が 2001年頃から
始めた「構造データ解析のための機械学習手法」につい
ての一連の研究である．機械学習とは，「経験から学習
するコンピュータ・プログラム」をつくることを目的と
した研究分野で，近年の，自然言語処理やバイオインフ
ォマティクスなどの応用分野における成功，あるいは信
用リスク予測やマーケティング，システム異常検知など
のビジネス用途での成功を要因に，爆発的に普及が進み，
現在も広くその研究や応用が進んでいる，活気ある研究
分野の 1つである． 私は，機械学習技術を，より多く
の場面において利用できるようにすることを目指して，
従来うまく扱えなかったタイプのデータや，従来目的と
してこなかったタイプの問題をうまく，そして効率的に
扱えるように拡張する研究を行ってきた．
　近年の HTMLや XMLなどの半構造データの普及，
バイオインフォマティクスにおける配列や立体構造デー
タの増加，WWWやソーシャルネットワークなどのネ
ットワーク構造を持ったシステムの普及などによって，
これら「構造を持ったデータ」の解析手法の必要性は認識
されつつあったものの，従来の機械学習法では主にベク
トル形式を持ったデータ表現を仮定していたため，その
扱いは必ずしも自明なものではなかった． 
　おりしも，当時，機械学習分野で注目を集めていたカ
ーネル法と呼ばれる機械学習手法が，メインの学習アル
ゴリズムと，データアクセスとが明確に分離しているこ
とから，構造データの扱いに向いているのではないかと
研究者たちが思い始めていた時期でもあり，私は幸運に
もその流れにいち早く乗ることができ，また，素晴らし
い共同研究者の方々との出会いもあり，順序木やグラフ

を扱った機械学習を実現するためのカーネル法を提案す
ることができた．これらの研究成果は，チュートリアル
や教科書などで取り上げていただいたり，論文賞をいた
だいたりなどと，一定の評価をいただくこととなり，研
究者としての現在の自分を育ててくれたものと思って
いる． 
　2006年頃からは，SNS（ソーシャルネットワークサ
ービス）やWWW，生体ネットワークなどに見られるネ
ットワーク構造の予測問題に取り組んできた． ネット
ワーク上の機械学習において，Webページや SNSの参
加者を表すノードの分類問題や，それらノード間の隠さ
れた関係を発見する問題などは，基本的かつ主要な問題
である．この研究は，まだ緒についたばかりであり，精
度や規模耐性，情報統合の問題など，解決すべき課題は
まだまだ存在するが，共同研究者の方々の助けも得なが
ら，これらの問題を解決するための新しい手法の提案を
行っているところである． 
　今後は，たとえば近年急激に進んでいる複雑ネットワ
ーク研究などの知見も広く取り入れながら，グラフやネ
ットワークを対象とした機械学習技術の確立に貢献して
いきたいと思っている．また，構造データの機械学習に
とどまらず，産業やビジネスの現場で直面する多種多様
の実データ解析の問題と，現在の機械学習技術の間の溝
を少しでも埋め，機械学習技術がより多くの場面で利用
され，また，差別化の鍵を握る技術となるよう研究に邁
進していきたい．
 （平成 21年 4月 27日受付）
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